
 

 

絵：「ブロッコリー」 

■
府
か
ら
の
報
告 

〇
令
和
3
年
度
の
取
扱
高 

年
間
取
扱
高
は
約
886
億
円
。 

前
年
度
比
較
で
は
、
金
額 

ベ
ー
ス
で
約
18.4
億
円
、
2.0

%

の
減
。
一
方
、
直
接
集
荷
は   

金
額
ベ
ー
ス
で
約
1.7
億
円
、
1.4

%
の
増
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、 

議
長
が
「
荷
受
け
の
一
層
の 

頑
張
り
を
期
待
」
と
発
言
。 

○
府
議
会
2
月
定
例
会 

 

3
月
16
日
に
、
環
境
農
林 

水
産
常
任
委
員
会
で
松
本
利
明

議
員
（
維
新
・
茨
木
市
）
が 

 

質
疑
。
詳
細
は
前
号
に
掲
載
。 

○
市
場
再
整
備
基
本
計
画
策
定

支
援
に
係
る
委
託
業
者
の
選
定 

 

全
国
の
中
央
卸
売
市
場
の 

建
替
え
に
実
績
が
豊
富
な
山
下

P

M

C

と

三

菱

U

F

J 

リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
の
協
同
企
業
体
に
決
定
。 

10
月
末
を
目
途
に
計
画
案
の

た
た
き
台
を
策
定
し
、
場
内
関

係
者
の
意
見
を
聴
取
の
予
定
。 

 

■
管
理
C
か
ら
の
報
告 

■
活
性
化
事
業 

・
昨
年
度
の
実
績 

当
初
予
算

7000
万
を
超
え
る

約
8500
万
を
実
施
。 

 

・
今
年
度
の
取
組 

（
ハ
ー
ド
事
業
） 

水
産
仲
卸
A
棟
防
鳥
ネ
ッ
ト

の
設
置
工
事 

（１）令和 4 年 4 月 28 日 第 362 号 

 

標
記
会
議
（
山
口
秀
雄
議
長
）

が

4

月

21

日
に
管
理
棟
で 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
事
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。 

■
新
メ
ン
バ
ー
紹
介 

 

中
村
場
長
、
鈴
木
次
長
、
川
辺

㈱
う
お
い
ち
北
部
支
社
長
か
ら

挨
拶
。
中
村
場
長
か
ら
は
、 

 

早
速
実
施
し
た
早
朝
の
場
内 

視
察
の
感
想
が
述
べ
ら
れ
た
。

（
3
ペ
ー
ジ
を
参
照
） 

（
ソ
フ
ト
事
業
） 

大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
万
博
公
園

駅
イ
ベ
ン
ト
（
5
月

14
・
15
日
） 

 

遠
野
商
店
、
よ
ろ
し
い
茸
工

房
（
授
産
品
の 

大
阪
産
「
生

し
い
た
け
」
「
し
い
た
け
加
工

品
」
販
売
）
が
参
加
。 

障
害
者
福
祉
施
設
に
よ
る
軽

食
等
授
産
製
品
販
売
（
行
政
の

福
祉
化
）→

6
月
開
始
予
定
。 

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る
軽
食
等

の
販
売 

 
 

 

売
り
切
れ
る
日
も
あ
る
ほ
ど

好
評
。（
次
ペ
ー
ジ
を
参
照
） 

■
維
持
補
修
事
業 

・
昨
年
度
の
実
績 

当
初
予
算

6000
万
を
超
え
る

6117
万
を
実
施
。 

・
今
年
度
の
取
組 

4
月
20
日
現
在
で
17
件
、

303
万
の
事
業
を
実
施
。 

■
府
依
頼
事
業 

青
果
棟
屋
上
防
水
改
修
工
事

（
約

4100
万
）
、
水
産
仲
卸
B
棟

低
圧
共
用
幹
線
設
備
改
修
工
事

（
約

4300
万
）。 

■
ご
み
関
連 

○
不
法
投
棄 

3
月
は
14
件
で
、
対
策
開
始

前
に
比
べ
て
89.5

%
の
減
少
。 

○
青
果
く
ず
排
出 

・
昨
年
度
の
実
績 

排
出
量
・
処
理
費
用
と
も
に

＋
17.4

%
と
大
幅
な
増
加
。 

今
年
度
も
増
加
傾
向
。 

大阪府中央卸売市場 

総合食品供給基地 

第 362 号 令和 4 年 4月 28日 

発  行  大阪府中央卸売市場協会

連 絡 先  

U R L https://fu-ichiba.jp 

常
駐
代
表
者
会
議 

tel:(072)636-3698


 

 

 

  

 
 

令
和 

年
度 

食
品
衛
生
検
査
予
定 

 種  類 数 量 

(トン) 

前年比 

(%) 

金 額 

(千円) 

前年比 

(%) 

 

青 果 

野   菜 114,375 96.8 24,270,548 94.3 

果   実 49,144 100.5 19,961,587 102.7 

小   計 163,519 97.9 44,232,136 97.9 

 

 

水産物 

生鮮水産物 17,325 91.4 15,315,651 97.4 

冷凍水産物 2,355 83.8 3,152,847 95.9 

加工水産物 10,474 94.5 11,130,587 95.9 

冷 凍 食 品 3,797 97.6 1,995,962 97.5 

小   計 33,951 92.4 31,595,047 96.7 

総    計 197,470 96.9 75,827,182 97.4 

 

 種  類 数 量 

(トン) 

前年比 

(%) 

金 額 

(千円) 

前年比 

(%) 

 

青 果 

野   菜 9,482 88.9 2,290,163 108.1 

果   実 3,708 90.8 1,811,230 100.1 

小   計 13,190 89.4 4,101,393 104.4 

 

 

水産物 

生鮮水産物 1,351 78.8 1,290,917 95.4 

冷凍水産物 188 88.2 249,693 110.7 

加工水産物 799 86.6 864,432 96.3 

冷 凍 食 品 298 89.9 155,364 95.2 

小   計 2,637 82.8 2,560,407 97.0 

総     計 15,827 88.2 6,661,800 101.4 

 

食
品
衛
生
検
査
所
で
は
、 

大
規
模
流
通
拠
点
で
あ
る
大
阪

府
中
央
卸
売
市
場
及
び
加
工
食

品
卸
売
団
地
施
設
内
の
食
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
今
年
度

も
昨
年
度
同
様
２
８
５
０
件
の

検
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

過
去
の
違
反
事
例
や
、
季
節

物
や
流
通
量
の
多
い
物
な
ど

様
々
な
食
品
を
的
確
に
検
査
す

る
た
め
年
間
計
画
を
た
て
て
実

施
い
た
し
ま
す
。
ご
理
解
、 

 

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
検
査
予
定
に
つ

い
て
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。 

さ
て
、
昨
年
６
月
か
ら
新
し

い
営
業
許
可
区
分
に
よ
る
「
食

品
営
業
許
可
」
と
「
営
業
届
出
制

度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

市場だより 令和 4 年 4 月 28 日（４） 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

・
青
果
・
水
産
両
組
合
の
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

・
協
会
の
専
門
部
会
に
お
い
て

昨
年
度
の
事
業
報
告
と
あ
わ
せ

て
今
年
度
の
事
業
計
画
が
審
議

さ
れ
ま
す
。 

・
食
品
衛
生
自
主
管
理
点
検
表

が
全
て
の
仲
卸
さ
ん
に
配
布
さ

れ
ま
す
。 

ま
た
、「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ

た
衛
生
管
理
」
も
昨
年
６
月
か

ら
完
全
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
者
の
皆
様
に
は
店
舗
の
業

種
や
規
模
に
応
じ
た
「
衛
生
管

理
計
画
」
を
作
成
し
、
実
施
、 

そ
し
て
記
録
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
加
え
て
、

店
舗
の
衛
生
管
理
の
レ
ベ
ル 

ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
記
録
を

定
期
的
に
振
り
返
り
、
問
題
が

あ
れ
ば
計
画
を
見
直
す
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。 

こ
れ
ら
新
た
な
制
度
の
内
容

な
ど
、
食
品
衛
生
に
関
す
る
ご

質
問
や
ご
意
見
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
食
品
衛
生
検
査
所 

ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ 

さ
い
。 

 

《

3

月
・
単
月

》 

《

令
和

3

年
度
の
累
計

》 

卸
売
業
者
取
扱
高 

来
月
の
お
知
ら
せ 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ ~
~

~
~

~
~

~
~

~
~

~
~

~
~

~
~

~
~

~
~

 

献
血
へ
の
協
力 

4
月
15
日
の
午
後
、
恒
例
の

青
果
卸
売
協
同
組
合
主
催
の
団

体
献
血
が
、
大
果
野
菜
部
現
場

事
務
横
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

予
防
対
策
に
十
分
に
留
意
し
な

が
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
20
名
の
方
に
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
、

感
謝
い
た
し
ま
す
。 

■細菌検査予定 

■理化学検査予定 

 
4 

4月～10月 

・マグロ、刺身等の生食用鮮魚介類、場内加工鮮魚 

・うなぎ・あなご等の加工品 

・スプラウト、 

・弁当、そうざい、給食施設等の調理品 

11月～3月 
・生食用かきの細菌規格 

・漬物等 

年 間 ・マグロ魚体のふき取り 

随 時 

・釜揚げしらす、かますご、せこがに、ホタルイカ等

季節物 

・カット野菜・フルーツ、海藻・ケン等 

・施設及び器具の清浄度検査（重点監視事業） 

 

6・8月 ・マグロ、鮮魚のヒスタミン 

7・12月 ・加工食品等の食品添加物（保存料、甘味料、着色料） 

8・10・2月 

・明太子、鯨肉ベーコンの発色剤 

・場内加工エビの二酸化イオウ 

・養殖鮮魚等の合成抗菌剤、抗生物質 

11月～3月 ・生食用かきの塩分濃度、鮮度 

12月 ・ふぐ及びその加工品のふぐ毒 

年 間 

・野菜・果実の残留農薬、防ばい剤 

・生鮮食品の放射性物質 

・ちりめんの過酸化水素 

随 時 

・絵符の蛍光染料 

・ヒラメ、マグロの寄生虫 

・施設及び器具の清浄度検査（重点監視事業） 

 

 

 

大阪府新型コロナウイルス対策本部会議からの要請 
 （令和 4年 4月 25日から 5月 22日まで）  

継続した感染防止対策として 
 

 
 
【企業の皆様へ】   

〇在宅勤務（テレワーク）の活用、時差出勤、自転車通勤等、人との 

接触を低減する取り組みを進めること 

〇休憩室、喫煙所、更衣室などでマスクを外した会話を控えること 

○高齢者や基礎疾患を有する方等、重症化リスクのある従業者、 

妊娠している従業者、同居家族に該当者がいる従業者について、 

テレワークや時差出勤等の配慮を行うこと 

○業種別ガイドラインを遵守すること 

 
 
【府民の皆様へ】 

〇旅行や帰省等、都道府県間の移動は、基本的な感染防止対策を

徹底するとともに、移動先での感染リスクの高い行動を控えること 

〇会食を行う際は、4ルールを遵守すること 

・同一テーブル 4人以内   ・２時間程度以内での飲食 

・ゴールドステッカー認証店舗を推奨  ・マスク会食の徹底 

〇感染防止対策（3密の回避、マスク着用、手洗い、こまめな換気等） 

の徹底、特に、子どもの感染防止対策を徹底すること 



  

 

 

 

4
月
1
日
付
で
場
長
に
就

任
し
た
中
村
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

大
阪
府
中
央 

卸
売
市
場 

は
、
生
鮮 

食
料
品
の 

安
定
供
給
を

通
じ
て
、
府
民
の
食
生
活
の
安

定
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
場
長
に
就
任
し
、

改
め
て
職
責
の
重
大
さ
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
を
い
た
し
て

お
り
ま
す
。 

 

卸
売
市
場
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
食
品
流
通
構
造
の
変
化
や

消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
等
に

加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（３）市場だより 令和 4 年 4 月 28 日 

昨
年
10
月
2
日
（
土
）
に
、

当
市
場
を
経
由
し
て
供
給
さ
れ

た
生
鮮
食
料
品
等
の
流
通
の 

実
態
に
係
る
標
記
の
調
査
を 

管
理
C
が
実
施
し
、
そ
の
結
果

が
3
月
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。 

○
地
域
別
の
搬
出
状
況 

数
量
ベ
ー
ス
で
み
た
地
域
別

の
搬
出
先
割
合
は
、
供
給
圏
で

42.4

％
（
前
年
比
2.9

ポ
イ

ン
ト

減
）
、 

供
給
圏
以
外
の
大
阪
府
18.4

％

（
同
2.7

ポ
イ

ン
ト

減
）
、
他
府
県
39.2

％ 

（
同
5.6

ポ
イ

ン
ト

増
）
で
約
4
割
を
占

め
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
兵
庫
県

が
12.5

%
（
3.3

ポ
イ

ン
ト

増
）、
京
都
府

が
12.4

%
（
1.6

ポ
イ

ン
ト

増
）、
次
い
で

滋
賀
県
4.2

%
（
3.0

ポ
イ

ン
ト

増
）
、 

奈
良
県
0.9

%
（
0.1

ポ
イ

ン
ト

増
）
の
順

で
し
た
。 

 ○
業
態
別
の
搬
出
状
況 

数
量
ベ
ー
ス
で
み
た
業
態
別

搬
出
先
割
合
は
、
ス
ー
パ
ー
が

54.1

％
で
最
も
多
く
、
次
い
で 

一
般
小
売
業
者
が
30.8

％
、
そ
の

他
8.0

％
、
加
工
業
者
4.1

％
、

給
食
業
者
1.6

％
、
飲
食
業
者

1.5

％
で
し
た
。 

前
年
比
を
み
る
と
、
一
般 

小
売
業
者
8.6

ポ
イ

ン
ト

増
、
加
工
業
者

2.4
ポ
イ

ン
ト

増
に
対
し
、
ス
ー
パ
ー 

2.2
ポ
イ

ン
ト

減
、
そ
の
他
8.7

ポ
イ

ン
ト

減
で
、

給
食
業
者
、
飲
食
業
者
の
増
減

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

流
通
状
況
調
査
結
果 

場
長
就
任
の
ご
挨
拶

感
染
症
拡
大
リ
ス
ク
も
含
め
、

大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て 

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、

府
市
場
に
お
い
て
は
、
生
鮮
食

料
品
の
流
通
に
お
け
る
基
幹
的

イ
ン
フ
ラ
・
関
西
の
拠
点
市
場

と
し
て
の
機
能
を
維
持
し
て 

い
な
か
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
た
め
、
一
昨
年
か
ら
府

市
場
の
あ
り
方
検
討
に
着
手

し
、
市
場
の
将
来
め
ざ
す
べ
き

姿
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
今
年
度
か
ら
は
、
そ
の 

 

実
現
に
向
け
た
建
替
え
再
整
備

に
関
す
る
基
本
計
画
の
策
定
に

向
け
て
尽
力
す
る
所
存
で
す
。 

 

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
市
場
関
係
者
の
ご
意
見
も

幅
広
く
お
聞
き
し
な
が
ら
、 

他
市
場
と
の
差
別
化
を
図
り 

人
事
異
動

※
敬
称
略
、
4
月
1
日
付
、
退

職
は
3
月
31
日
付
、（ 

）
内

は
前
職 

 

■
大
阪
府
（
中
央
卸
売
市
場
関
係
） 

《
転
入
》
▽
部
長
（
農
政
室
長
）

原
田
行
司 

 

《
転
出
》
▽
定
年
退
職
（
部
長
）

南
部
和
人 

 

■
府
中
央
卸
売
市
場 

《
転
入
》
▽
場
長
（
I

R
推
進

局
理
事
）
中
村
昌
也
▽
次
長
（
環

境
農
林
水
産
部
農
政
室
推
進
課

課
長
補
佐
）
鈴
木
紀
之
▽
主
査

〈
総
務
企
画
総
括
〉（
会
計
局
会

計
総
務
課
主
査
）
石
井
進
作
▽

主
査
〈
水
産
総
括
〉（
住
宅
経
営

室
住
宅
整
備
課
主
査
）
佐
俣
俊

明
▽
主
査
〈
青
果
総
括>

（
総
務

企
画
・
会
計
担
当
〈
総
務
企
画

総
括
〉
よ
り
内
部
異
動
）
坂
本

義
幸
▽
副
主
査
〈
総
務
企
画
・

会
計
担
当>

（
中
小
企
業
支
援
室

経
営
支
援
課
）
鈴
木
寛
子 

 

《
転
出
》
▽
定
年
退
職
（
場
長
）

森
久
子
▽
退
職
（
次
長
）
松
下

淳
▽
北
部
農
と
緑
の
総
合
事
務

所
主
査
（
主
査
〈
水
産
総
括
〉）

細
越
秀
治
▽
流
通
対
策
室
主
査

（
主
査
〈
青
果
総
括
〉）
島
亜
紗

美
▽
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
部
ス
マ

ー
ト
シ
テ
ィ
戦
略
総
務
課
副
主

査
（
副
主
査
〈
総
務
企
画
・
会
計

担
当
〉）
眞
鍋
光
明 

 

■
府
食
品
衛
生
検
査
所 

《
転
入
》
▽
課
長
補
佐
（
食
品 

衛
生
監
視
セ
ン
タ
ー
課
長
補

佐
）
木
内
博
子
▽
主
査
〈
検
査

総
括
〉（
同
セ
ン
タ
ー
主
査
〈
総

括
〉）
中
地
ひ
ろ
み
▽
技
師
（
薬

務
課
）
皆
木
香
織
▽
技
師
（
四

條
畷
保
健
所
）
長
野
優
花
▽
技

師
（
採
用
）
上
田
康
太 

 

《
転
出
》
▽
食
品
衛
生
監
視
セ

ン
タ
ー
課
長
補
佐
（
課
長
補
佐
）

城
戸
亜
紀
子
▽
同
セ
ン
タ
ー
副

主
査
（
副
主
査
）
佐
久
間
淳
子

▽
同
セ
ン
タ
ー
副
主
査
（
副
主

査
）
井
口
洋
平
▽
同
セ
ン
タ
ー

技
師
（
技
師
）
頓
田
祥
子
▽
退

職
（
技
師
）
勝
俣
里
依 

 

■
大
果
大
阪
青
果
㈱
北
部
支
社

《
執
行
役
員
》
▽
野
菜
部
部
長

（
野
菜
部
・
副
部
長
）
川
辺
匡
章  

 

《
昇
格
》
▽
副
部
長
（
野
菜
部
・

課
長
）
松
田
博
之 

▽
課
長
代
理

（
果
実
部
・
係
長
）
金
丸
卓
磨

▽
係
長
（
管
理
部
・
主
任
）
中
平

正
輝
▽
同
（
野
菜
部
・
主
任
）
松

倉
準
平
▽
同
（
果
実
部
・
主
任
）

大
塚
浩
平
▽
同
（
野
菜
部
・
主

任
）
梅
村
治
紀
▽
主
任
（
野
菜

部
・
係
員
）
中
野
竜
美
▽
同
（
管

理
部
・
係
員
）
日
高
綺
李   

つ
つ
、
西
日
本
に
お
け
る
食
品

流
通
の
中
核
を
担
う
市
場
の 

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。 

ま
た
、
本
年
4
月
か
ら
3
期

11
年
目
と
な
る
指
定
管
理
者

＝
管
理
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
、

引
き
続
き
、
市
場
の
活
性
化
と

機
能
強
化
を
め
ざ
し
、
様
々
な

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
・

ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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 中
村
昌
也
（
な
か
む
ら
ま
さ
や
） 

≪

新
場
長
略
歴≫

 

昭
和
６１
年
４
月
大
阪
府
入
庁
。
平
成

２０
年
４
月

市
町
村
課
参
事
（
高
石
市
副
市
長
）。
平
成
２３
年

４
月
府
民
文
化
部
都
市
魅
力
創
造
局
国
際
交
流
・

観
光
課
長
。
平
成
２５
年
４
月
府
民
文
化
部
都
市
魅

力
創
造
局
国
際
課
長
。
平
成
２８
年
４
月
健
康
医
療

部
副
理
事
。
平
成
２９
年
４
月
I

R
推
進
局
次
長
。

令
和
２
年
４
月
I

R
推
進
局
理
事
。 



 

 

 

 

  

 

  

各
社
・
団
体
に
お
か
れ
て
は
、 

い
ま
一
度
、
ル
ー
ル
の
徹
底
を

お
願
い
し
ま
す
。
」
と
の
話
が 

あ
り
、
本
日
の
意
見
を
踏
ま
え
、

開
設
者
と
管
理
C
で
費
用
対

効
果
を
踏
ま
え
対
応
を
検
討
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

冒
頭
、
西
田
景
典
部
会
長
よ

り
、「
先
般
、
場
内
入
口
で
車
両

と
歩
行
者
の
重
大
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。
こ
の
場
所
で
は 

過
去
に
も
同
様
の
事
故
が
お
き

て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は 

歩
行
者
の
安
全
確
保
に
向
け
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
よ
ろ
し
く
。」

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

委
員
か
ら
は
、
横
断
歩
道
で

の
ボ
タ
ン
付
信
号
機
の
設
置
、

横
断
歩
道
の
場
所
の
変
更
、 

注
意
喚
起
の
カ
ン
バ
ン
の
移
設

な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。 

管
理

C

か
ら
は
、
「
一
旦 

停
止
や
速
度
の
ル
ー
ル
が
守
ら

れ
て
い
な
い
の
が
主
な
理
由
。

通
り
抜
け
車
両
も
相
変
わ
ら
ず

多
い
状
況
。
こ
の
こ
と
か
ら
、 

セ
ン
サ
ー
式
開
閉
バ
ー
の
設
置

な
ど
を
検
討
中
。
死
角
を
な
く

す
観
点
か
ら
、
既
存
の
カ
ン
バ

ン
の
移
設
に
つ
い
て
も
検
討
し

た
い
」
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
開
設
者
か
ら
は
、
委
員

の
意
見
で
出
さ
れ
た
横
断
歩
道

の
場
所
の
変
更
に
つ
い
て
も 

検
討
し
て
は
ど
う
か
と
い
っ
た

話
が
で
ま
し
た
。 

最
後
に
、
部
会
長
よ
り
「
事
故

は
ル
ー
ル
さ
え
守
れ
ば
防
げ
る

も
の
。
事
故
が
起
き
た
ら
、
当
人

だ
け
で
な
く
、
周
り
の
多
く
の

人
に
多
大
な
、
そ
し
て
、
長
期
に

わ
た
り
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

市場だより（２） 

状
況
を
見
極
め
、
従
量
制

に
よ
る
課
金
も
含
め
検
討
。 

 
議
長
よ
り
、
青
果
組
合
に
お

い
て
も
検
討
す
る
よ
う
依
頼
。 

○
木
製
廃
棄
パ
レ
ッ
ト
排
出 

・
昨
年
度
の
実
績 

排
出
量
が
23.3

%
の
減
、
処
理

費
用
は
38.1

%
の
減
。 

引
き
続
き
更
な
る
削
減
を 

目
指
し
、
外
部
の
持
ち
込
み 

禁
止
、
利
用
可
能
な
パ
レ
ッ
ト

の
再
利
用
を
徹
底
。 

■
カ
ラ
ス
対
策 

・
昨
年
度
の
実
績 

931
羽
で
過
去
最
大
。 

今
年
度
も
固
定
式
捕
獲
籠
に

よ
る
捕
獲
に
努
め
る
。
4
月
20

日
現
在
で
68
羽
捕
獲
。 

■
禁
煙
対
策 

 

4
月
20
現
在
、
通
告
書
交
付

（
違
反
者
）
は
297
件
（
う
ち 

場
外
は
76
件
）
、
警
告
書
交
付

（
再
違
反
者
）
は
26
件→

さ
ら

に
累
犯
で
入
場
禁
止
。 

■
そ
の
他 

・
災
害
対
応
自
販
機 

 

青
果
仲
卸
棟
2
階
休
憩
室

に
2
台
導
入
（

4
月

26
日
予
定
） 

■
そ
の
他 

○
電
気
料
金
の
高
騰 

・
管
理
C
か
ら
の
説
明 

こ
れ
ま
で
3
割
カ
ッ
ト
な

ど
電
気
料
金
の
抑
制
に
努
め
て

き
た
。
し
か
し
、
今
般
の
ア
ッ
プ

は
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
情
勢
で

あ
り
避
け
が
た
い
。 

6
月
末
ま
で
は
既
存
契
約

期
間
内
で
現
状
の
ま
ま
で
あ
る

が
、
7
月
か
ら
の
新
た
な
契
約

に
む
け
、
現
在
、
で
き
る
だ
け 

ア
ッ
プ
幅
を
抑
制
す
べ
く
事
業

者
と
折
衝
中
。
状
況
が
判
明 

次
第
、
速
や
か
に
報
告
す
る
。 

・
北
冷
か
ら
の
依
頼 

電
力
料
金
ア
ッ
プ
で
資
金 

シ
ョ
ー
ト
間
近
。
コ
ス
ト
カ
ッ

ト
は
限
界
で
あ
り
、
ア
ッ
プ 

対
応
に
つ
い
て
利
用
者
負
担
を 

お
願
い
せ
ざ
る 

を
得
な
い
と
の 

依
頼
が
北
冷
よ 

り
出
さ
れ
た
。 

こ
れ
に
対
し 

て
、「
コ
ロ
ナ
で 

各
店
舗
は
疲
弊 

し
て
お
り
、
さ 

ら
な
る
負
担
は 

と
て
も
耐
え
ら 

れ
な
い
」
、
「
共

 

同
冷
蔵
庫
の
利
用
抑
制
に
つ
な

が
る
各
店
舗
の
冷
蔵
施
設
の 

設
置
補
助
な
ど
、
開
設
者
と
し

て
ト
ー
タ
ル
な
施
策
が
検
討
さ

れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」、

「
そ
も
そ
も
他
市
場
の
冷
蔵 

施
設
に
比
べ
て
使
用
料
が
高
い

冷
蔵
庫
の
経
営
は
厳
し
く
、 

他
の
民
間
は
経
営
に
手
を
あ
げ

な
い
。
公
的
役
割
と
し
て
整
理

す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
い
っ

た
意
見
が
出
た
。 

 

一
方
で
、「
冷
蔵
庫
の
稼
働
率

は
8
割
で
あ
り
、
外
か
ら
の 

荷
の
誘
致
に
さ
ら
に
力
を
尽
く

す
べ
き
」
と
い
っ
た
意
見
も
出

る
な
か
で
、
開
設
者
か
ら
は
、

「
北
冷
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
電
気
料
金
が
上
が
っ
た
と

い
う
だ
け
で
は
難
し
い
た
め
、

そ
の
前
提
と
し
て
、
北
冷
の
経

営
努
力
、
市
場
関
係
者
の
協
力

が
必
要
」
と
い
っ
た
話
が
出
た
。 

28
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る

開
設
者
と
北
冷
、
管
理
C
の 

3
者
会
議
で
対
応
策
の
詳
細

を
詰
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

4
月
21
日
、
管
理
棟
7
階

で
、
臨
時
の
標
記
会
議
が
開
催

さ
れ
、
正
門
の
場
内
入
口
付
近

の
安
全
確
保
に
つ
い
て
意
見 

交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

市
場
施
設
の
適
切
な
維
持 

管
理
に
取
組
み
つ
つ
、
計
画
的

で
安
定
的
な
市
場
経
営
を
行
う

た
め
の
経
営
方
針
及
び
収
支
計

画
を
定
め
た
「
府
中
央
卸
売
市

場
経
営
戦
略
」
が
3
月
に
策
定

さ
れ
ま
し
た
。 

計
画
期
間
は

2022
年
度
か
ら

2026
年
度
ま
で
の
5
年
間
で
す
。 

今
後
の
経
営
方
針
と
し
て

「
①
建
替
え
に
よ
る
再
整
備
の

検
討
の
推
進
、
②
既
存
施
設
の

適
切
な
維
持
管
理
、
③
指
定
管

理
者
（
管
理
C
）
に
よ
る
効
率

的
な
運
営
の
継
続
、
④
市
場
活

性
化
の
取
組
み
の
継
続
、
⑤
清

潔
で
安
全
・
安
心
な
秩
序
あ
る

市
場
づ
く
り
の
継
続
」
の
5 

項
目
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

詳
細
は
大
阪
府
の

HP
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

 

経
営
戦
略
の
策
定 

臨
時
の
安
全
部
会

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 
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